































語の音韻を学んだ。一八八〇（明治一三）年二月、アジア主義的政治団体である興亜会が設立され、活動には誠一郎をはじめ旧幕府の関係者が深 関与していた。興亜会の中心的活動は支那語学校の運営にあった。詠士はこの興亜会支那語学校で 五歳より中国語を勉強 た。そ


































残酷無情の心根が情けないし、 哀 でな ないのだ」
　　

























した儒学の大学者で詩文に優れ、漢魏六朝の諸碑など石刻文字を研究する碑学を大成し、その鋭さ 書に表現するという書風を確立した人物である。また、蓮池書院外国人の入学 容認した最初の山長（学長）であるとされる。詠士は蓮池書院山長張廉卿の下で書の研究に専念するとともに、中国の歴史や文物に親しみ、修行を重ね、自己形成を行った。一八八九（明治二二）年いったん帰国し、三年後に従妹にあたる保科芳子と結婚、その半年後、再び渡清したが、一八九四（明治二七）年に師張卿が死去、同年日清戦争の勃発により、悲嘆 うちに帰国した。　
帰国後、詠士は中国語の権威として東京帝国大学漢学







を揮毫してくれたことに由来し、以来、自らも詠帰、詠而帰と号するようになった。一八九八（明治三一）年には学舎 平河天神脇へ移築し「善隣書院」と改称、さらに一九〇六（明治三九）年、紀尾井町に新校舎を建設一九一七（大正六）年、麹町 洋館の 新校舎を完成させて教育の場を拡大させた。戦前の日本で最も標準的な中国語教科書として知られた『急就篇』を著 たのもこの頃である。　
またこの時期、詠士が政界の助言者として重んじられ

























を提言し、日中両国を跨って多くの信望を集めた」 （ 「宮島詠士における書法思想」 『宮島家三代―宮島詠士の書を中心に―』米沢市上杉博物館、二〇〇五年）という。　
宮島詠士もまた、 先の「國士館設立趣旨」にみられる、
「精神教育」を重視することによって将来の指導者たる「智識者」育成を目指す、 国士舘教育を支えた恩人であった。
